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PLAMAX  X・ATH-P-RSC 
ブラッドサッカー

マックスファクトリー　1/24
インジェクションプラスチックキット

発売中　税込8800円
出典／『装甲騎兵ボトムズ ザ・ラスト・レッドショルダー』

製作・文／ハタ
●フル可動のスナップフィット式プラモデルで、
とても組み立てやすく、完成後の関節保持力は高
い。マーキングは水転写式デカールが付属
●キットには右手のハンドパーツ3種類、着座と
立像のイプシロンのフィギュアも付属する。ラン
ナータグにディテール工作に使えるリベットなど
がモールドされているのもうれしいところ



5

アーマードトルーパー ブラッドサッカー
集え最低野郎ども！　お待たせしました、入魂のPLAMAXの1/24 ブラッドサッカ

ー作例をご紹介です！　製作するはご存じATモデル製作の達人 ハタ氏。キットの
カッコよさは活かしたうえで、さらにATっぽさを追求するディテール工作や緻密

でリアルなウェザリングで作り込み。惚れ惚れするカッコよさですね！

X・ATH-P-RSCMAXFACTORY 1/24 SCALE Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｘ 

Ａ
Ｔ
モ
デ
ル
シ
リ
ー
ズ
第
二
弾
を
リ
ア
ル
に
作
り
込
む
！

BLOOD SUCKER
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緻
密
か
つ
多
層
的
な
ウ
ェ
ザ
リ
ン
グ
で

リ
ア
ル
に
魅
せ
る
Ａ
Ｔ
モ
デ
リ
ン
グ

◀一見先発のストライクドッグに付属したものとま
ったく同じように見えるイプシロンの立像だが、ブ
ラッドサッカー付属のものはひと回り小さくなった。
ブラッドサッカーと並べるとばっちりなサイズ感に
リファインされていて、芸がこまかい！
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▶
１
９
９
８
年
に
シ
リ
ー
ズ
五
作
目
と
し
て
発
売
さ
れ
た
マ
ッ

ク
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
製
ブ
ラ
ッ
ド
サ
ッ
カ
ー
の
ソ
フ
ビ
キ
ッ
ト

▲
◀
マ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
1
／
24 

Ａ
Ｔ
プ
ラ
モ
デ
ル

第
一
弾
と
な
っ
た
ス
ト
ラ
イ
ク
ド
ッ
グ
。
上
写
真
は
Ｐ
Ｏ
Ｏ
Ｈ

熊
谷
氏
に
よ
る
作
例
で
、
単
行
本
『
ボ
ト
ム
ズ 

ア
ー
カ
イ
ヴ
ス

２
』
に
は
こ
の
作
例
の
記
事
と
と
も
に
、
Ｍ
Ａ
Ｘ
渡
辺
氏
／
佐

藤
直
樹
氏
を
交
え
た
開
発
陣
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
掲
載
。
ま
た
、

表
紙
モ
デ
ル
に
も
な
っ
て
い
る
、
ウ
ェ
ー
ブ 

１
／
24 

ス
コ
ー

プ
ド
ッ
グ
の
ハ
タ
氏
に
よ
る
作
例
も
本
誌
掲
載
時
よ
り
増
ペ
ー

ジ
で
掲
載
。
ぜ
ひ
今
回
の
作
例
と
併
せ
て
見
て
み
て
ほ
し
い

往年の傑作ソフビキットを
元にブラッシュアップされた
ボトムズプラモに感激

BLOOD SUCKER
X・ATH-P-RSCMAXFACTORY 1/24 SCALE

●1/24ということで、カラーモジュレーション、
剥がすチッピング、フィルタリング、ストレーキ
ング、錆び再現、といったAFVモデルのウェザ
リングテクニックを駆使することでATモデルを
リアルに演出。以下でその手順を解説しよう
●下地はメカサフスーパーヘビー（ガイアノーツ）
にマホガニー（GSIクレオス）少量を混ぜた色で
塗装。下地の上には剥がすチッピングのためにケ
ープを塗ってコートしておく。その上にメインカ
ラーのダークブルーイッシュパープル（ガイアノ
ーツ NAZCAカラー）に純色マゼンダ数滴を混
ぜた色を重ねていく。次に、白を混ぜた明るい色
で面の左端あたりからハイライトを塗っていく。
面ごとにマスキングをして、カラーモジュレーシ
ョンのようなイメージで塗っている。印象的な赤
い肩アーマーは、下地が少し残るようにあずき色

（GSIクレオス）を塗り重ねた
●デカールを貼って充分乾燥させてからチッピン
グをしていく。いちばん明るい場所とエッジを中
心に、アクリル系うすめ液で濡らしながらケガキ
針で剥がすようにしていく。チッピングが終わっ
たらいったんクリアーでコートし、全体のトーン
を落ち着かせるためフラットブラック（タミヤエ
ナメル）でフィルタリング。乾いたら、様子を見
ながらジッポオイルで拭き取って、ツヤ消しクリ
アーでコートする。その後、全体にMr.ウェザリ
ングカラーのグランドブラウンとステインブラウ
ンでストレーキングをして、AKインタラクティ
ブのRUST STREAKSで錆を描き込む。 足元や
下半身は八雲アース＆グレイム（G
SIクレオス）で汚し、同じく八雲の燃料＆エン
ジンでオイル汚れの描き込んでいる。さらにその
上にジャーマンカムフラージュブラックブラウン

（ファレホ）でチッピングを追加……というよう
に、時間の許すかぎりウェザリングを多層的に重
ねることで、リアルな雰囲気を出しているのだ

　90年代当時のプラモデルを超える
シャープな造形と、レジンキャスト
キットでは考えられない安価さによ
って伝説のキットとなったマックス
ファクトリーのソフビキットシリー
ズ。同社では、PLAMAX サーバイン
以降それらのソフビキットを現在の
技術でプラモデルとして蘇らせたキ
ットを次々とリリースしてきていて、
このPLAMAX ブラッドサッカーもそ
のひとつ。可動モデルとして再設計
されていて、ソフビキットでは再現
されなかったコクピット内も再現。
往年の傑作キットを元にブラッシュ
アップされたものとなっている。
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BLOOD SUCKER
X・ATH-P-RSCMAXFACTORY 1/24 SCALE

●ブラッディライフルは、劇中に登場したキット付属のもの
とは異なる形状の仕様を改造により再現。側面形状などをプ
ラスチック材で作り変えている
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タ
カ
ラ 

１
／
35 

ス
ト
ラ
イ
ク
ド
ッ
グ
と
共
通
の
デ

ィ
テ
ィ
ー
ル
を
加
え
ま
す
。
さ
ら
に
０
・
５
㎜
真

ち
ゅ
う
線
で
手
す
り
を
追
加
し
、
コ
ク
ピ
ッ
ト
ハ

ッ
チ
左
右
両
端
と
股
間
部
、
腰
部
各
装
甲
に
は
プ

ラ
板
で
作
っ
た
牽
引
フ
ッ
ク
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

腕
部
で
す
が
、
肩
ア
ー
マ
ー
の
リ
ベ
ッ
ト
は
１
・

２
㎜
の
ス
チ
ー
ル
ボ
ー
ル
に
交
換
し
て
い
ま
す
。

左
右
の
シ
ャ
ッ
ク
ル
は
デ
ジ
タ
ル
モ
デ
リ
ン
グ
／

３
Ｄ
プ
リ
ン
ト
し
た
パ
ー
ツ
に
交
換
。
右
肩
の
ブ

レ
ー
ド
ア
ン
テ
ナ
は
、
好
み
で
、
プ
ラ
板
を
使
っ

て
1
㎝
ほ
ど
延
長
。
上
腕
に
も
０
・
７
㎜
の
ス
チ

ー
ル
ボ
ー
ル
で
リ
ベ
ッ
ト
を
追
加
し
て
い
ま
す
。

手
甲
ア
ー
マ
ー
の
リ
ベ
ッ
ト
は
ウ
ェ
ー
ブ
の
Ｒ
・

リ
ベ
ッ
ト
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

脚
部
は
、
太
も
も
を
３
㎜
ほ
ど
プ
ラ
板
で
延
長

し
、
前
面
と
背
面
に
ア
ド
ラ
ー
ズ
ネ
ス
ト
の
ヘ
キ

サ
ゴ
ン
ボ
ル
ト
ヘ
ッ
ド
［
Ｍ
Ｓ
］
を
追
加
。
側
面

に
は
タ
カ
ラ
の
ス
コ
ー
プ
ド
ッ
グ
で
お
馴
染
み
な

デ
ィ
テ
ー
ル
を
追
加
し
て
み
ま
し
た
。
ふ
く
ら
は

ぎ
外
側
に
０
・
５
㎜
真
ち
ゅ
う
線
で
手
す
り
を
追

加
し
、
足
甲
ア
ー
マ
ー
に
は
胴
体
同
様
に
ウ
ェ
ー

ブ 

Ｒ
・
リ
ベ
ッ
ト
を
埋
め
込
み
ま
す
。
く
る
ぶ
し

外
側
の
特
徴
的
な
ス
パ
イ
ク
パ
ー
ツ
は
、
基
部
中

央
に
円
状
の
ス
ジ
彫
り
と
リ
ベ
ッ
ト
を
追
加
し
て

い
ま
す
。
ス
パ
イ
ク
は
先
端
部
に
1
㎜
プ
ラ
棒
を

埋
め
込
ん
で
削
っ
て
尖
ら
せ
ま
し
た
。
く
る
ぶ
し

内
側
に
も
ス
ジ
彫
り
と
リ
ベ
ッ
ト
の
追
加
で
デ
ィ

テ
ィ
ー
ル
を
追
加
し
て
い
ま
す
。

◆
ブ
ラ
ッ
デ
ィ
ラ
イ
フ
ル

　

銃
本
体
の
前
部
や
側
面
モ
ー
ル
ド
を
プ
ラ
板
で

形
状
変
更
。
ス
ト
ッ
ク
部
は
キ
ッ
ト
の
ま
ま
だ
と

や
や
薄
い
と
感
じ
た
の
で
1
㎜
プ
ラ
板
で
幅
増
し

し
て
、
ウ
ェ
ー
ブ
Ｏ
・
ボ
ル
ト
と
真
ち
ゅ
う
線
で

作
っ
た
自
作
フ
ッ
ク
を
２
ヵ
所
に
追
加
。
こ
の
あ

た
り
は
ス
コ
ー
プ
ド
ッ
グ
の
作
例
と
同
じ
で
す
ね
。

◆
ペ
ー
ル
ゼ
ン
の
た
め
に
…
…

　

左
肩
に
は
、
ソ
ビ
エ
ト
戦
車
の
砲
塔
に
書
き
込

ま
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
的
な
も
の
を
自
作
デ
カ
ー
ル

で
表
現
し
て
い
ま
す
。「
ペ
ー
ル
ゼ
ン
の
た
め
に
」

で
も
よ
か
っ
た
ん
で
す
が
ち
ょ
っ
と
ベ
タ
な
の
で
、

「
Ａ
Ｔ
と
は
鍛
え
ら
れ
た
肉
体
の
さ
ら
な
る
延
長
で

あ
る
」
と
い
う
ペ
ー
ル
ゼ
ン
が
言
っ
た
ら
し
い
格

言
を
ギ
ル
ガ
メ
ス
文
字
で
書
い
て
み
ま
し
た
。   

■

　

ハ
タ
で
す
。
今
回
は
み
ん
な
大
好
き
、〝
黒
い
吸

血
鬼
〟、
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｘ 

１
／
24 

ブ
ラ
ッ
ド
サ
ッ

カ
ー
の
作
例
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

１
／
24 

プ
ラ
モ
デ
ル
と
し
て
初
の
製
品
化
と
な

っ
た
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｘ 

ス
ト
ラ
イ
ク
ド
ッ
グ
は
、
元

と
な
っ
た
ソ
フ
ビ
キ
ッ
ト
の
ケ
レ
ン
味
溢
れ
る
ス

タ
イ
リ
ン
グ
と
デ
ィ
テ
ィ
ー
ル
表
現
を
受
け
継
ぎ

つ
つ
、
可
動
と
組
み
立
て
や
す
さ
も
両
立
し
た
傑

作
で
し
た
。
こ
の
ブ
ラ
ッ
ド
サ
ッ
カ
ー
も
、
コ
ン

セ
プ
ト
は
そ
の
ま
ま
に
、
折
れ
た
ブ
レ
ー
ド
ア
ン

テ
ナ
や
着
座
／
立
像
の
イ
プ
シ
ロ
ン
が
付
属
す
る

な
ど
バ
リ
ュ
ー
の
高
い
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
も
イ
プ
シ
ロ
ン
立
像
は
サ
イ
ズ
を
ア
ジ
ャ
ス
ト

し
て
い
て
（
ス
ト
ラ
イ
ク
ド
ッ
グ
付
属
の
イ
プ
シ

ロ
ン
は
１
／
24
と
し
て
は
大
き
め
だ
っ
た
の
で
、
ブ

ラ
ッ
ド
サ
ッ
カ
ー
に
合
わ
せ
た
適
正
サ
イ
ズ
に
縮

小
し
調
整
さ
れ
て
い
ま
す
）、
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の

潔
さ
と
こ
だ
わ
り
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
ね
！

◆
作
例
の
コ
ン
セ
プ
ト

　

仮
組
み
し
た
印
象
は
、
正
直
ほ
と
ん
ど
手
を
加

え
る
必
要
が
な
い
！　

そ
の
ま
ま
作
れ
ば
申
し
ぶ

ん
の
な
い
〝
吸
血
鬼
〟
が
爆
誕
し
ま
す
。
ホ
ン
ト

模
誌
モ
デ
ラ
ー
泣
か
せ
で
す
ね
。
で
す
の
で
、
今

回
は
個
人
的
な
好
み
で
手
を
加
え
ま
し
た
。
ま
ず

表
面
の
デ
ィ
テ
ィ
ー
ル
を
よ
り
Ａ
Ｆ
Ｖ
的
に
し
て
、

本
誌
`24
年
６
月
号
の
特
集
で
製
作
し
た
ス
コ
ー
プ

ド
ッ
グ
の
テ
イ
ス
ト
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ブ
ラ
ッ
デ
ィ
ラ
イ
フ
ル
は
劇
中
で
使

用
さ
れ
た
も
う
ひ
と
つ
の
デ
ザ
イ
ン
を
再
現
す
る

こ
と
に
し
ま
す
。
難
し
い
の
が
塗
装
で
す
が
、黒（
も

し
く
は
黒
っ
ぽ
い
色
）
は
ウ
ェ
ザ
リ
ン
グ
で
調
子

を
つ
け
に
く
い
の
で
、
イ
メ
ー
ジ
を
崩
さ
な
い
範

囲
で
な
る
べ
く
明
度
を
上
げ
つ
つ
汚
し
を
加
え
る

こ
と
を
課
題
と
し
ま
し
た
。

◆
工
作

　

前
頭
部
か
ら
後
頭
部
に
か
け
て
２
列
で
並
ん
で

い
る
リ
ベ
ッ
ト
群
は
０
・
７
㎜
の
ス
チ
ー
ル
ボ
ー

ル
に
交
換
。
ス
モ
ー
ク
デ
ィ
ス
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
は

発
射
口
を
開
口
し
ま
し
た
。

　

胴
体
と
腰
は
、
各
面
に
０
・
５
㎜
プ
ラ
板
を
貼

り
各
面
の
端
点
内
側
に
２
㎜
の
穴
を
開
口
。
す
り

鉢
状
に
テ
ー
パ
ー
を
つ
け
て
か
ら
ウ
ェ
ー
ブ
の
Ｒ
・

リ
ベ
ッ
ト
を
埋
め
込
み
ま
し
た
。
胴
体
側
面
に
は

▲肩アーマーのシャックルはデジタルモデリング
で作り直した。 実際にあるAFVなどでよく見ら
れる、ボルトで固定する形状を表現している
◀プロポーションや可動ギミックはほぼそのまま
で、ディテール表現にこだわって製作されている

▲
◀
肩
に
は
、『
ボ
ト
ム
ズ
・

オ
デ
ッ
セ
イ
』（
み
の
り
書

房
刊
）
に
載
っ
て
い
る
ペ
ー

ル
ゼ
ン
の
言
葉
を
自
作
デ
カ

ー
ル
で
あ
し
ら
っ
て
い
る

◀本機の特徴である肩のブレードアンテナは、ハ
タ氏の好みで、長めでより上方向に立った形状に
変更。、基部にボルトで固定されている表現など、
細部のリアリティーにもこだわっている

◀胴体もプラ板を貼ってボルト／リベ
ットなどをこまかに作り込んでいる。
コクピット内は基本的にそのまま製作
し、パイピングなどを追加している

▶ボルトやリベット表現は
ATモデルを作り込むときの
ポイントのひとつ。腰アーマ
ーは、プラ板を貼ってボルト
のディテールを作り直すこと
で増加装甲っぽさを演出。ボ
ルト自体を大きくしつつボル
トの穴の周辺をすり鉢状にす

ることで、より説得力のあ
る形状になっている

▶キットには立像と着座のイプシロン
のフィギュアが付属していて作例では
着座フィギュアを組み込んで製作。パ
イピングを追加している

BLOOD SUCKER
X・ATH-P-RSCMAXFACTORY 1/24 SCALE
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BlackRain ［唯音雨滴］
BANDAI SPIRITS 1/20 スコープドッグ使用
出典／『装甲騎兵ボトムズ』
製作／WildRiver荒川直人

蝶の羽音も閉ざされる。濁りうねる河の流れ、すべてを流す黒き雨の音。
そして、最低野郎共を喰らうかのように、密林の口が静かに開かれる。
このマルン河の支流の合流ポイントに“チーム・アリゲーター”の4名が集合した。
途中の投下ポイントで、ATフライから河のなかに降下した3名と、高機動推進バックパックを背負ったマーシィ・Bee・ドッグ。
この合流ポイントには、ジャングルに仕掛けられたトラップの起動制御タワーが、びっしり覆われたツタのなかに隠れている。
トラップの起動プログラムを無力化するため、ブレーカーのスチュアートがお得意のウィルスを流し込む。
トラップが無力化する時間は限られているため、ポイントマンのテッドが先行して、このいやらしいジャングルのなかに分け入ることになる。
あいつは、雨が降るとかなり機嫌が悪くなるから念を押しておかないと。
調子の悪い水中スクーターを騙しだまし使い、遅れてきた運び屋のアレックスは、補給品と補充用ナパーム弾を運んで来た。
このマーシィ・Bee・ドッグは、ジャングルでの渡河作戦用に高機動推進システムと
冷却システムを追加された大型バックパックを背負い、
改造やメンテナンスを容易にするため、足部分のみの改造で河での移動用に
ハイドロジェット推進装置が施された特殊機体だ。
ジャングル戦用のナパーム弾のキラービー・バズーカを背負うと、異様な姿に見える。
そろそろ、スチュアートのウィルスもまわってきたころか。テッドのあとに続いて、この俺様も——。
雨の音だけが、この暗いジャングルに染みわたる。

ボトムズ「円形劇場」、あの名作をイベントに併せ再撮影して掲載！
【唯音雨滴】

WildRiver荒川直人氏はジャングル情景を十八番としていますが、それ
を強く印象づけた作品とひとつが、モデルグラフィックス’08年7月号に
掲載されたこのダイオラマ。製作から17年を経てボトムズ展に展示され
ることになったのに併せ、再撮影のうえ再掲載することにしました。




	ボトムズアーカイヴス3
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